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支援者のための　子どもの在宅医療フローシート　＜乳幼児編＞　
（４）在宅生活が始まってから(p16~)（２）在宅移行が決まったあとに (p10~) （３）退院の見通しが立ったころに (p13~)（１）在宅移行が決まるまで (p8~)

□ 医療材料の微調整 

□ 障害福祉サービス等の提供開始 

□ 補装具の意見書依頼 

□ 病院担当者から保健センター担当保健師へ情報提供・・・p14 

□ 日常生活用具の購入機器で練習 

□ 医療型短期入所、居宅介護、その他障害福祉サービス等検討開始 

□ 病院主治医による病状判断・・・p8 

□ 在宅主治医への情報提供 

□ 在宅主治医による在宅医療の受入 

□ 相談支援事業所への打診・・・p24 

□ 障害福祉サービス等時間数の調整 

□ 障害福祉サービス等提供事業所の状況確認 

□ 手帳交付 

□ 医療的ケアの簡素化 

□ 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝへの打診 

□ 医療材料の調整 
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院

 

□ 訪問診療の開始・・・p19 

□ 訪問看護の開始 

□ 主治医へ診断書依頼 □ 各種手当の説明・・・p31 

□ 各種医療費助成制度の説明・p33 □ 主治医へ意見書依頼 

□ 主治医へ診断書作成依頼 

□ 日常生活用具の申請・・・p28 

□ 補装具（車椅子等）の申請・・・p27 

□ 障害福祉サービス等の申請・・・p30 

□ 日常生活用具の意見書依頼 

□ 短期入所受入施設のお試し利用・・・p23 

□ 契約締結 

□ 薬剤の調整 

□ 状態変化時への対応方法について家族と確認 

□ 医療材料の選定、在宅医療提供者と確認・共有・・・p35 

□ 日常生活用具（吸引器、吸入器等）の選定・・・p39 

□ 補装具（車椅子等）の必要性の有無の判断、選定・・・p27 

□ 外出練習の開始・・・p12 

□ 自宅の環境整備・・・p12 

□ 在宅移行後の継続的診療体制確保への検討開始・・・ｐ8 

□ 住環境の確認 

□ 家庭環境その他の確認 

□ 障害種別の特定・・・p26 

□ 訪問看護の活用の検討開始・・・p20 

□ 必要に応じて在宅移行調整チームを院内に組織 

□ 社会サービス活用の検討開始・・・p18 

□ 事業所決定 

□ 手技（清潔、吸引、栄養、蘇生）獲得のサポート・・・p39 
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□ 家族との面談 

□ 在宅医療を担う医療機関担当者とのカンファレンスを適宜実施・・・p10 

□ 訪問薬剤管理指導の開始・・・p21 

□ 事業所決定 

□ 購入補装具で練習 

□ 在宅管理料の調整・・・p41 

□ 訪問看護担当者による家族への情報提供・関係性構築        

□ 日常生活用具交付決定 

□ 給付決定 

□ 補装具交付決定 

□ 院外薬局との調整・・・p21 

□ 電気代助成申請 

□ 取扱業者と調整 

□ 電気代助成意見書依頼・・・p33 

□ 取扱業者による在宅医療機器の設置 

□ 試験外泊の実施・・・p15 

□ 入浴方法の確認 
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□ 身体障害者手帳の申請・・・p26 

□ 各種医療費助成に関する窓口申請・手続・・・p33 

□ 各種手当に関する窓口申請・手続・・・p31 

□ 重度心身障がい者医療費助成の申請・・・p32 

□ 24時間生活スケジュールの組み立て 

□ 家族内の役割分担の確認/ 

   退院後の日常を想定した生活の設計 

□ 身体障害者手帳の必要性の検討・・・p26 
□ 重症心身障がい児認定の必要性の検討・・・p30 □ 児童相談所への連絡 □ 児童相談所による判定調査 

□ 事業所の医療的ケア実施状況の確認・・p42 

□ 訪問看護指示書の準備・・・p20 

□ 在宅医療機器等の指示書作成 

□ 関連医療機関へ診療情報提供書作成 

□ 機器決定 □ 在宅医療機器（人工呼吸器、在宅酸素等）要否検討、家族への説明・・・p39 

□ 試験外泊の支援 
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□ 日常生活スケジュールの再調整・・・p16 

□ 障害福祉サービス等の適宜更新 

□ 小慢受給者証に指定医療機関の追加 

□ 病院主治医による緊急時の支援体制（バックベッド）の検討開始・・・p41 

□ 障害福祉サービス等の調整 □ 退院元医療機関の看護師による 

   同行訪問・・・p17 

□ 障害福祉サービス等の手続進捗の確認 

□ 家族による病状の経過・今後の予測の理解への寄り添い・・・p8 


